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福島　伊達市社会福祉協議会ホームページ

本会事業を紹介しております！

facebook.
もチェック！！

Heartful DATE

社会福祉法人 伊達市社会福祉協議会
伊達市保原町富沢字羽山5-3
Tel 024-563-3251　fax 024-563-3252
E-Mail honsyo@dateshisyakyou.org

2024年4月25日

2 月 7 日　調理ボランティアスキルアップ研修会
調理ボランティアグループや、こども食堂ボランティアサーク
ルが、安心安全な調理について学びました。（5 ページ）

令和 6年度事業計画… ………………… ②～③
出前講座のご案内・環境ボランティア
ふれあい・いきいきサロン助成金…………… ④
助成・地域福祉推進委員会・懇談会等……… ⑤
生活支援コーディネーター活動日誌 18… … ⑥
ご寄付ありがとうございました… …………… ⑦
ほっと掲示板 … ………………………………… ⑧

2 月 4 日
出前講座「ボランティアさんいらっしゃい！」

（富野なかよし会）
福祉レクリエーションボランティア「ももひめ隊」が
訪問し、楽しく脳トレを行いました。

地 域 に ふ れ あ い と 笑 顔 を 広 げ る  お て つ だ い



	

②
地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

	

③
各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

5  

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

	
①�
多
様
性
を
包
括
し
た
共
生
型
地
域
づ
く

り
の
推
進

	

・�

地
域
自
治
組
織
等
と
の
連
携
・
協
働

	

（
訪
問
支
援
・
出
前
講
座
）

	

・�

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

	

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
）

	

②
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
と
の
連
携

	

・��

福
祉
活
動
推
進
組
織
（
地
区
社
協
･
福

祉
会
）
の
立
上
げ
及
び
継
続
化

	

・�「
サ
ロ
ン
」
の
立
上
げ
、
継
続
支
援

	

（
訪
問
支
援
・
出
前
講
座
等
）

	

③
高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実

	

・�

高
齢
世
帯
見
守
り
訪
問
（
夏
季
・
冬
季

民
生
委
員
に
よ
る
声
か
け
訪
問
）

	

・�

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話

	

（
電
話
に
よ
る
定
期
的
な
安
否
確
認
）

	

・�

民
生
児
童
委
員
を
通
じ
た
、
高
齢
者

	

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

	

（
高
校
生
以
上
） ［
拡
充
］

	

・�

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

	

（
傾
聴
・
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

	

・
集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	

・�

体
験
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

	

（
中
学
生
以
上
）

	

⑦�

包
括
的
支
援
体
制
に
よ
る
相
談
支
援
の

充
実
・
連
携

	

・�

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

	

（
巡
回
型
・
月
1
回
・
年
間
12
回
）

	

・�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

	

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

	

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

	

・
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

	

・�

障
が
い
者
就
労
支
援

	

（
就
労
サ
ポ
ー
ト
専
門
員
配
置
）
事
業

	

・�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

（
75
歳
以
上
）
等
要
援
護
世
帯
へ
「
安

心
情
報
キ
ッ
ト
」
を
配
付

	

④
障
が
い
児
･
者
福
祉
の
充
実

 	

・
た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会（
9
月
）

 	

・
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月
）

	

⑤
児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実

	

・�

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
の
出

向
き
型
福
祉
共
育

	

・�

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	

（
中
学
生
・
社
会
人
）

	

・�

ジ
ュ
ニ
ア
・
ミ
ニ
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
全
地
域
）

	

・�

こ
ど
も
食
堂
、
障
が
い
児
事
業
所
等
へ

の
側
面
支
援

	

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	

・�

伊
達
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

	

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
充
実

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
）

1  

組
織
運
営
の
充
実
強
化

	

①
『�

第
2
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会

福
祉
協
議
会
経
営
健
全
化
計
画
』
の

実
践

新	

②
『�

第
3
期
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

経
営
健
全
化
計
画
』
の
策
定

	

③
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催	

	

	

④
定
期
監
査
の
実
施
（
年
2
回
）

2  

経
営
基
盤
の
確
立

	

①�

社
協
会
員
の
加
入
促
進
（
自
主
財
源
の

確
保
）

	

②
受
託
事
業
の
適
正
運
営

	

③�

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
及
び
障
が
い
福
祉
事
業
の
分
析

と
対
策

3
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進

	

①
『�

第
4
期
伊
達
市
地
域
福
祉
計
画
･
地

域
福
祉
活
動
計
画
』
の
推
進

4  

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
協
働
・
連
携

	

①
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）

会費収入 18,850 経常経費
補助金収入
49,257

障害福祉
サービス等
事業収入
144,784

基金積立資産
取崩収入等
29,177

受託金収入
82,621

介護保険事業収入
209,698

前年度繰越金
87,197

その他の収入 20,396

法人運営事業
175,956

地域福祉
推進事業
46,740

共同募金
配分金事業
12,757

資金貸付事業
10,259
資金貸付事業
10,259地域包括支援センター事業

69,111

居宅介護支援事業
33,270

ホームヘルプ
サービス事業
98,069

デイサービス
センター事業
84,630

相談支援事業 15,329

障がい児通所
支援事業
95,859

令和6年度当初予算
総額641,980千円

6つの重点目標

１
．�

財
政
基
盤
の
安
定
化
に
向
け
、
「
第
２
期
社
会
福
祉
法
人
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

経
営
健
全
化
計
画
」
の
実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．�

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
「
第
４
期
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
推
進
･

実
行
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
社
会
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
福
祉
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
各
種
相
談
支
援
体
制
の
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
．�

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

６
．
介
護
事
業
及
び
障
が
い
児
通
所
支
援
事
業
の
適
正
な
経
営
に
取
り
組
み
ま
す
。
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令和 6 年度  事 業 計 画
	

⑫�

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
品
貸

出
事
業

	

・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

・
ボ
ッ
チ
ャ
競
技
用
セ
ッ
ト

	

⑬
福
祉
バ
ス
運
行
事
業

	

⑭
車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業

6  

広
報
啓
発
事
業

	

①
福
祉
表
彰
式
の
開
催

	

②
広
報
啓
発
・
情
報
提
供

	

・�

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
を
発
行
し
、

市
内
全
戸
に
配
布
（
年
6
回
）

	
・�
新
た
な
情
報
媒
体
（
S
N
S
等
）
に
よ

る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信

7  

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
な
経
営

	

①�

介
護
事
業
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
の
健
全
経
営

	

・�

居
宅
介
護
支
援
事
業

	

（
居
宅
介
護
計
画
作
成
）

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

（
高
齢
者
の
訪
問
介
護
）

	

・�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
高
齢
者
の
通
所

介
護
）

	

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
健
全
経
営

	

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

（
障
が
い
者
の
訪
問
介
護
）

	

・�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業	

（
障
が
い
者
の
通

所
介
護
）

	

・�

児
童
発
達
支
援
事
業
（
未
就
学
児
の
療

育
・
支
援
）

	

　

伊
達
市
ひ
ま
わ
り
園

	

・�

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
就
学

児
の
療
育
・
支
援
）

	

　

伊
達
市
す
ま
い
る
園

	

　

伊
達
市
第
2
す
ま
い
る
園

	

　

伊
達
市
に
じ
い
ろ
園

	

・
日
中
一
時
支
援
事
業

	

（
未
就
学
児
・
就
学
児
の
預
か
り
）

	

・
ハ
ッ
ピ
ー
わ
ん
ぱ
く
園

	

・
相
談
支
援
事
業

	
	

（
障
が
い
児
･
者
の
計
画
相
談
支
援
）

	
	

（�
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
の
基

本
相
談
支
援
）

新 （
障
が
い
者
の
地
域
生
活
拠
点
整
備
事
業
）

	

③
高
齢
者
受
託
事
業

	
�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業	

（
高
齢
者

相
談
窓
口
）

	

④�

介
護
事
業
及
び
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
防
止
等

	
・�

生
活
保
護
受
給
者
就
労
支
援
事
業

	
・��
生
活
困
窮
者
世
帯
等
の
自
立
支
援
に
係

る
食
料
提
供
（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
）
及
び

食
料
寄
贈
（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）

	

⑧�

権
利
擁
護
に
係
る
苦
情
解
決
事
業

	

⑨
災
害
見
舞
金
の
交
付

	

⑩
助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業 

	

・
地
区
社
協
、
福
祉
会
へ
の
助
成

	

・�

民
生
児
童
委
員
協
議
会
（
方
部
・
連
協
）

へ
の
助
成

	

・�

福
祉
団
体
へ
の
助
成

	

（
老
ク
連
・
身
障
福
祉
会
・
親
の
会
等
）

	

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
（
N
P
O

法
人
・
Ｂ
型
）
へ
の
助
成

	

・�

敬
老
会
実
施
団
体
へ
の
助
成

	

（
婦
人
会
・
自
治
会
等
）

	

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
支
援
金
の
助
成

	

・�

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
費
、
活
動
支
援

金
の
助
成

	

・�

障
が
い
者
診
断
書
料
助
成
（
身
障
･
療

育
･
精
神
保
健
福
祉
手
帳
取
得
更
新
）

	

・�

権
利
擁
護
（
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）

利
用
料
へ
の
助
成

	

・�

高
齢
者
作
品
展
開
催
へ
の
助
成

	

（
各
町
老
ク
連
）

	

・
百
歳
賀
寿
祝
金
の
贈
呈

	

・
金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品
贈
呈

	

・
全
国
大
会
出
場
等
激
励
金
の
贈
呈

	

⑪�

大
学
、
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に
係

る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

収 入
（単位 : 千円）

支 出
（単位 : 千円）

会費収入 18,850 経常経費
補助金収入
49,257

障害福祉
サービス等
事業収入
144,784

基金積立資産
取崩収入等
29,177

受託金収入
82,621

介護保険事業収入
209,698

前年度繰越金
87,197

その他の収入 20,396

法人運営事業
175,956

地域福祉
推進事業
46,740

共同募金
配分金事業
12,757

資金貸付事業
10,259
資金貸付事業
10,259地域包括支援センター事業

69,111

居宅介護支援事業
33,270

ホームヘルプ
サービス事業
98,069

デイサービス
センター事業
84,630

相談支援事業 15,329

障がい児通所
支援事業
95,859

令和6年度当初予算
総額641,980千円

新 

・�

虐
待
防
止
検
討
委
員
会
を
開
催

8  

各
種
募
金
運
動
の
推
進

	

①
日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
運
動（
5
月
）

	

②
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動（
10
月
～
12
月
）

	

③�

伊
達
地
方
日
赤
有
功
会
・
伊
達
方
部
赤

十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援

はーとふるだて　2024.43



今年度もふれあいサロンや地域団体活動の活性化を目指して、出前講座を行います。
最寄りの支所に１ヵ月前までにお申し込み下さい。

講座名 内　容 時　間

1 楽しく	レクリエーション！
〇レクリエーションで元気に過ごしましょう
	  ボッチャ体験 60分

2 みんなが先生！～地域を自慢しよう～

〇社協職員が取材に行きます
	 みなさんのふるさとじまんを聞かせてください♪
	 内容：地域の仲間、おすすめの場所、行事や歴史など

60分

3 地域で元気！～学びの講座～

〇講師をご紹介します

各 60分
	 ①おくすりのこと（薬剤師）
	 ②元気に過ごすための体づくり（介護関係）
	 ③災害への備え（日赤）

4 ボランティアさんいらっしゃい！

〇特技を生かしたボランティアを紹介します
	 ・レクリエーション （楽しく脳トレ） 
	 ・語り部　・読み聞かせ　　・歌いましょう
	 ・マジック、ジャグリング　・楽しい演芸など
　　他にもありますので、ご相談ください

60分

令和
6年度出前講座のご案内

環境ボランティア募集!!
　身近な場所で地域住民の皆さんが主体的
に運営し、だれもが気軽に集まれる“サロン”
づくりを支援しています。

※�会員数は、当該年度4月1日現在の人数、または
新規の申請月1日の人数を基準とします。

●運営助成金
区　分 基　準 単　価

基礎額
①年間 6 回以上開催 15,000 円

②後期（10月以降）開催 7,500 円

加算額
会員 1人あたり

（名簿添付）
200 円

●�ふれあいいきいきサロンを始めるときは、
各支所へ開催の前月まで申請してください。

●�新規サロンには、初年度のみ活動支援金
（10,000 円）の助成があります。

ふれあい・
いきいきサロン助成金

♦ 日　　時	� 5/18・7/20・9/21・11/16（各土曜日）
	 9：00 ～ 11：00
♦ 集合場所	� 保原チンチン電車駐車場
	 （チンチン電車となり）
♦ 活動内容	� ・美化活動（中央交流館周辺と陣屋通りなど）
	 ・集めたごみの分別
	� ※�天候に合わせた動きやすい服装・運動靴・軍手・

帽子・水分・タオルは各自お持ちください

♦ 申し込み	� 下記に電話にて申し込みください
	 （住所・氏名・電話番号・年齢）
	 伊達市ボランティアセンター
	 TEL：024-576-4050
♦ そ の 他 	� 参加される方は、ボランティア活動保険に

ご加入して安全に活動しましょう！
	 （活動前にお申込みください）

どなたでも気軽に参加して、
さわやかな汗をかいてみませんか

ちょっとボランティア！

学生の方も
大歓迎

はーとふるだて　2024.4 4



調理ボランティアスキルアップ研修会を開催しました
2月7日（水）保原中央交流館を会場に、
社協に登録している調理ボランティア・こ
ども食堂ボランティアサークルから37名
が参加し、（公社）福島県学校給食会・専
門栄養技師の川本輝子先生を講師に迎え、
研修会を開催しました。衛生管理と手洗
い、簡単にできるおやつの実習と盛りだ
くさんの内容で、作ったおやつで交流し、
充実した研修会となりました。

安心・安全な調理のための衛生講話 おやつ作りと交流も楽しみました！

地域福祉推進委員会 ～第４期地域福祉活動計画の年度評価～

3 月 15日に保原中央交流館にて、令和 5年度の委員会を開催し 17名が出席されました。
推進委員は 5地域 4名ずつ地域組織・民生委員・各種団体の代表が選任されており、第 4期地
域福祉活動計画に係る実行期間 2年目の年度評価を実施
しました。
委員の皆様からのご意見を活かし、高齢者、障がい児・者、
生活困窮者への支援、ボランティア活動及び福祉共育の更
なる充実を図るとともに、基本理念の「地域共生社会」の
実現に向けて、6年度も地域福祉事業を積極的に展開して
まいります。

地区社協福祉会懇談会を開催
3月11日に梁川総合支所にて、梁川地域の8つの社協の代表者14名が集まり地区社協懇談会
を、3月18日には保原中央交流館にて、福祉会や自治振興
会14団体の代表者23名が集まり福祉会懇談会を、それぞ
れ開催しました。
今年度の地域の支え合い活動について発表・意見交換し、
感染防止に配慮して実施を見送った地区もありましたが、
参集型の事業を再開された地区も増えて、高齢者世帯等へ
の見守り訪問など、地域での支え合いを積極的に取り組ん
でいくことを確認しました。 3/18福祉会懇談会

福祉団体助成
（福祉会・地区社協）

社協では、住民参加型の小地域福祉活動を推進する組織（自治会・団体）へ
年間110,000円を助成しています。6年度は26団体で取り組まれる予定です。

世代間交流・親睦施行
生きがい対策事業事業名

（例）
食事サービス事業

季節弁当宅配・高齢者会食会
安心・安全確保事業
防災研修・防犯活動など

地域福祉推進事業
友愛訪問・出前講座

はーとふるだて　2024.45



今回のテーマ：東大枝地区「無理なく、楽しく！」のかたち
　　　　　　　～みんなをつなげるおもてなしコーナー～
梁川地域東大枝地区の皆さんが「地域のみんなが元気で暮らすには…？」を考える中で
生まれた取り組みをご紹介します。

生活支援
コーディネーター活動日誌
地域をつなぐ！

第18回

鈴木 千夏

ここ数年のコロナ禍は、直に顔を合わせて話をすることがどれだけ幸せかを再確認させてくれました。
今回のおもてなしスペースは、“待ちに待ったその幸せ”を、東大枝を想う皆さんでかみしめられる素敵

な機会だったと思います。地域の元気は、みんなで無理なく・楽しく・できることから！が大切ですね！

コーディネーターのひとことコーディネーターのひとこと

少子高齢化や人口減少など社会が変化していく中
で、「地域のみんなが元気に暮らす」をテーマに話し
合ってきました。その中で、東大枝地区の様々な行
事や活動、やって
みたいこと、地域
を大切に思う気
持ちが多く伝わ
りました。

3 年前から始まった
「ふるさとを考えようの会」01

毎年3月に開催している「東大枝文化祭」に、
誰でもお茶やコーヒーを飲める「おもてなしス
ペース」を準備。「お茶飲んでいってくださ～い♪」
「休んでがせ！」と係の方に声をかけられると、文
化祭の作品を見終わった方が続々と着席。出され
たお茶やお菓子、お漬物をいただきながら、おしゃ
べりが始まります。東大枝に住む方、昔住んでい
た方、縁あって初めて来た方など、3/20（祝・水）
～3/21（木）の2日間で約100名の来場者が訪
れ、作品とおしゃべりを楽しんでいかれました。
東大枝自治会の室井さんは「地元の人達が楽

しく、元気でいられることが一番だと思ってい
る。これからも皆で話し合うなかで、できるこ
とを見つけていきたい。」とのことでした。

恒例行事と合わせた地域のお茶会03

話し合いの中で、「小学校統合により、地域の子ども
達との交流が減少して寂しい」「コロナの流行で、そも
そも人が集まる機会が減ってしまった」という声があり
ました。そこで、こどもから大人まで集える場「みんな
の食堂」を試験的に開催。
その経験を経て、「お茶会
だったら、無理なくでき
るのでは？？」というアイ
デアが生まれました。

「まずはやってみる！」
そしてまた話し合う02

来場者のメッセージで

咲く桜

貴重！

大枝小の卒業アルバム

地域事業のDVD

話題のタネ 1 話題のタネ 2 話題のタネ 3
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

令和6年2月1日～
令和6年3月31日受付分（順不同）

フードバンク事業フードバンク事業
〜「もったいない」 〜「もったいない」 から から 「ありがとう」「ありがとう」へへ〜〜
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税額控除対象法人になりました
本会への寄付金の税別措置において確定申告の際に「税額
控除」または「所得控除」を選択することができます。
「税額控除」は「所得控除」と比較してほとんどの場合、減
税効果が大きくなります。是非、ご活用ください。

　税率に関係なく税額から税額控除額を直接差し引くため、
小口の寄付にも減税効果が大きく、所得控除と比較してほと
んどの場合、 税額控除の方が、減税効果が大きくなります。
｛寄付金額（年間総所得の40％が限度）―2千円｝×40％
＝所得税額からの控除額（所得税額の２５％が限度）

税額控除

　税額控除を希望する場合は、伊達市社会福祉協議会発行の
「寄付金領収書」に加え、伊達市長から受けた「税額控除に係
る証明書（再発行）」（別紙添付）を添え、確定申告が必要と
なります。
寄付金額（年間総所得の40％が限度）―2千円＝所得からの控除額

所得控除

※確定申告の際に、「税額控除」を希望する場合は伊達市社会福祉協議会
発行の「領収書」及び『税額控除に係る証明書』が必要です。『税額控除
に係る証明書』は領収書と一緒にお渡しいたします。

�緊急食料提供事業（フードバンク事業）とは
緊急かつ一時的に生活が困窮している世帯に対
し、食料を提供する自立支援に向けた仕組みです。

��フードドライブとは
食品を寄贈していただき、必要とされる方々へ無
償で提供される社会貢献や自立支援の活動のこと
です。

 区分
月

合計
寄付件数 点　　数

2月・3月 2 40

 区分
月

合計
提供件数 世帯員数 提供日数

2月・3月 20 38 140

今不足している食料品

即席カップ麺1 レトルト食品2 瓶詰め3

参考例
課税所得 500 万円の寄付者が 1万円を寄付した場合の控除
額　所得税率 20％
● 税額控除　（10,000円-2000円）×40％＝3,200円
● 所得控除　（10,000円-2000円）×20％＝1,600円

寄贈者寄贈者

JAふくしま未来女性部伊達地区様
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す
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「
な
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悪
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の
自
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と
３
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れ
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ら
達
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で
き
ま
す
。

１
回
目
は
食
材
を
育
て
た
人
へ
、
２

回
目
は
作
っ
て
く
れ
た
人
へ
、
そ
し
て

３
回
目
は
あ
ら
た
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て
自
分
の
健
康
と

食
事
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、

こ
の
ト
リ
プ
ル
感
謝
、
継
続
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力
な
り

と
し
て
習
慣
し
つ
つ
、
今
年
度
も
元
気

で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 5月27日（月） 伊達ふれあいセンター

6月24日（月） 梁川福祉会館
まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

総 務 課 	 ☎ 563 − 3251
福 祉 課 	 ☎ 576 − 4050
伊達支所	 ☎ 551 − 2139
梁川支所	 ☎ 527 − 2572
保原支所	 ☎ 576 − 4050
霊山支所	 ☎ 586 − 3463
月舘支所	 ☎ 573 − 6627

職員区分 一般事務（契約職員） 嘱託職員 嘱託職員 契約職員 登録ヘルパー

募集人員 1名 1名 1名 1名 若干名

職務内容
事務全般及び窓口対応
等

通所介護事業所におけ
る高齢者のデイサービ
ス事業に関する介護・
送迎業務

地域包括支援センター 放課後等デイサービス
事業における療育等業
務

介護保険・障害者総合
支援法に基づく訪問介
護

資格要件

・普通自動車免許�
・�ワード､ エクセル�
使用できる方
・窓口対応経験者�

・普通自動車免許�
・�看護師又は准看護師
のいずれか所持

・普通自動車免許�
・保健師・看護師
・社会福祉士
・主任介護専門員
・�介護支援専門員の
	 いずれか所持

・普通自動車免許�
・保育士・社会福祉士
・精神保健福祉士
・教職員免許証
・2年以上かつ 360 日、
児童福祉事業に従事し
たもの（いずれか 1つ）

・普通自動車免許�
・介護職員初任者研修
　（旧ヘルパー 2級）
以上

就業場所 総務課 霊山・月舘デイサービス
センター 伊達地域包括支援センター 伊達市第2すまいる園 伊達市内

採用時期 随時
お問合せ 総務課 事業係　563-3251

本会では下記の職員を募集しています。

※詳細については、お問合せ又は伊達市社協ホームページ職員採用情報を御覧下さい。

求人情報

月舘支所移転のお知らせ

４月より、月舘支所を月舘保健福祉センターやまゆりか
ら月舘総合支所内へ移転しました。月舘の皆さんの地域
福祉活動の拠点として、ボランティア・サロン等、様々
な相談窓口として推進してまいりますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。

● 新住所（所在地）
	 〒 960-0902
	 伊達市月舘町月舘久保田5番地
	 伊達市役所　月舘総合支所
	 2階（学童保育の向かい）

● 新電話番号
	 024-573-6627
	 FAX  573-6628

月舘郵便局

伊達市月舘
中央交流館

伊達市立月舘学園

広
瀬
川

399

349

正職員退職者（令和 6 年 3 月 31日）

伊達市社会福祉協議会ケアプランセンター	 赤井　礼子
福祉課	 水野久美子

令和 6 年 能登半島地震災害義援金

社協窓口へお寄せいただいた義援金は、日本赤十字社福島県
支部・福島県共同募金会を通じ被災者のもとへ届けられます。
被災された皆様が１日も早く安全安心な生活を再建できますよ
う、心からお祈り申し上げます。

■義援金 （ 団体・個人 ）　
　32件 1,022,026円（R6.3.31現在）

福祉課	 野田　英基
伊達市すまいる園	 渡辺　愛美

正職員採用者（令和 6 年 4 月1日）
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